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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、進化的に保存されたプロリン-ヒスチジンに富む核タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、インスリン様成長因子-1の抗アポトーシス作用において重要な役割を果たす可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：アポトーシスの制御に関与していると考えられます。剥離を介したプログラム細胞死に関与している可能性があります。神経発達中のアポトーシスを媒介している可能性があります。IGF-1の抗アポトーシス作用の制御に関与している可能性があります。翻訳制御に関与している可能性があります。,誘導：ホモシステインなどのERストレス誘導因子によって誘導されます。ホルボルエステル（TPA）/イオノマイシン、およびT細胞におけるT細胞受容体（TCR）複合体の刺激によって誘導される。,類似性：1つのPHドメインを含む。,細胞内局在：細胞内小胞と共局在する。,サブユニット：RPL14、EIF3S7、およびPABPC4と相互作用する。,組織特異性：広く発現しており、膵臓で最も高い発現を示す。良性メラノサイト性母斑で強く発現し、原発性および転移性メラノーマでは徐々に発現が低下する（タンパク質レベル）。,
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	PHLA1抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TDAG51ポリクローナル抗体を用いたRAW264.7細胞のウェスタンブロット解析

